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(57)【要約】
【課題】筐体12に無指向性マイクロフォン4a、4bと指向
性マイクロフォン2とが配備された録音装置において、
録音条件を容易に切り換える。
【解決手段】本発明に係る録音装置において、指向性マ
イクロフォン2は、筐体の内部へ向けて押し込まれた第
１の位置と筐体の表面から突出した第２の位置との間で
往復移動が可能であると共に、第１の位置と第２の位置
のそれぞれに設定することが可能であり、第２の位置に
設定された指向性マイクロフォン2の後方にはキャンセ
ル空間が形成され、該キャンセル空間は、指向性マイク
ロフォン2が第１の位置から第２の位置へ移動すること
によって筐体外部に通じる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体に無指向性マイクロフォンと指向性マイクロフォンとが配備された録音装置におい
て、指向性マイクロフォンは、筐体の内部へ向けて押し込まれた第１の位置と筐体の表面
から突出した第２の位置との間で往復移動が可能であると共に、第１の位置と第２の位置
のそれぞれに設定することが可能であり、第２の位置に設定された指向性マイクロフォン
の後方にはキャンセル空間が形成され、該キャンセル空間は、指向性マイクロフォンが第
１の位置から第２の位置へ移動することによって筐体外部に通じることを特徴とする録音
装置。
【請求項２】
　更に、指向性マイクロフォンが第１の位置と第２の位置の間で往復移動することによっ
て切り換えられるスイッチと、該スイッチの状態に応じて指向性マイクロフォンと無指向
性マイクロフォンをそれぞれオン／オフする制御回路とを具え、該制御回路は、指向性マ
イクロフォンが第１の位置に設定された状態では指向性マイクロフォンをオフとする一方
、無指向性マイクロフォンをオンとし、指向性マイクロフォンが第２の位置に設定された
状態では指向性マイクロフォンをオンとする一方、無指向性マイクロフォンをオフとする
請求項１に記載の録音装置。
【請求項３】
　指向性マイクロフォンが第１の位置に設定されているか第２の位置に設定されているか
に応じて、指向性マイクロフォンと無指向性マイクロフォンの感度が切り換えられる請求
項１又は請求項２に記載の録音装置。
【請求項４】
　前記制御回路は、指向性マイクロフォンと無指向性マイクフォンに設定すべき感度が規
定されている複数の感度テーブルを有し、使用者の操作によって１つの感度テーブルを選
択することが可能であって、予め選択された1つの感度テーブルに基づいて、指向性マイ
クロフォン又は無指向性マイクフォンに所定の感度が設定される請求項１乃至請求項３の
何れかに記載の録音装置。
【請求項５】
指向性マイクロフォンは、前記筐体に往復移動可能に係合するマイクロフォンホルダーに
より保持され、指向性マイクロフォンとマイクロフォンホルダーとによって指向性マイク
フォンユニットが構成され、該マイクロフォンホルダーの内部に前記キャンセル空間が形
成されている請求項1乃至請求項４の何れかに記載の録音装置。
【請求項６】
　前記マイクロフォンホルダーの側壁には、前記キャンセル空間を覆うメッシュ部を有す
る保護カバーが取り付けられており、指向性マイクロフォンが第１の位置から第２の位置
へ移動することによって、前記保護カバーのメッシュ部が前記筐体の外側へ露出すること
になる請求項５に記載の録音装置。
【請求項７】
　指向性マイクロフォンを前記第１の位置に設定した状態と前記第２の位置に設定した状
態にてそれぞれ軟係止する軟係止機構を備えている請求項１乃至請求項６の何れかに記載
の録音装置。
【請求項８】
　前記筐体には、指向性マイクロフォンを前記第１の位置から前記第２の位置へ向けて付
勢する付勢機構と、指向性マイクロフォンを前記第１の位置にて係止する係止機構と、該
係止機構による係止を解除するための操作釦とが配備されている請求項１乃至請求項６の
何れかに記載の録音装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、筐体に複数のマイクロフォンを配備してなる録音装置に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、ＩＣレコーダ等の録音装置においては、筐体の上部に無指向性(全指向性)を有す
る左右一対のマイクロフォンを配備すると共に、該一対のマイクロフォンの間に、単一指
向性に代表される指向性を有する１つのマイクロフォンを配置したものが知られている（
非特許文献１）。
【０００３】
　指向性を有するマイクロフォンは、振動板の前方に集音孔を有すると共に、振動板の後
方にも音波を導入するための孔を有しており、マイクロフォンの後方で発生した音につい
ては、振動板後方の孔から振動板に到達する音波と、マイクフォンの後方から前方側へ回
り込んで振動板前方の集音孔から振動板に到達する音波とを互いに相殺させることによっ
て、前方に対して高い指向性を与えている。
　なお、筐体の内部には、指向性マイクロフォンの後方に、振動板の後方に設けられた孔
を通過した音波が導入されるべきキャンセル空間が設けられている。
【０００４】
　上述の如き録音装置によれば、無指向性を有する左右一対のマイクロフォンによって３
６０度の方向に対して略同等の感度で集音する録音（以下、ステレオ録音という）と、指
向性を有するマイクロフォンによって一方向に対して高い感度で集音する録音（以下、ズ
ーム録音という）との間で、録音条件を切り換えることが可能である。
【０００５】
　録音条件の切換に際しては、使用者が、音の発生源に応じて指向性マイクロフォンと無
指向性マイクロフォンのいずれが録音に適しているかを判断する。そして、従来は、録音
条件を切り換えるために、例えばディスプレイにメニュー画面を表示させ、更に、そのメ
ニュー画面の下位の階層に配置された録音条件切換用の画面を表示させて、その画面上で
ステレオ録音とズーム録音の何れかを選択する操作を行なっている。
　ステレオ録音が選択されたときは指向性マイクロフォンがオフ、一対の無指向性マイク
ロフォンがオンとなる。ズーム録音が選択されたときは指向性マイクロフォンがオン、一
対の無指向性マイクロフォンがオフとなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】三洋電機株式会社　ＩＣレコーダー　ＩＣＲ－ＰＳ５０２ＲＭ　ＩＣＲ－
ＰＳ５０４ＲＭ　２０１０年２月下旬発売　取扱説明書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、従来の録音装置においては、録音条件を切り換えるために画面を切り換
えつつメニューを選択する操作を行なわねばならないため、操作が煩雑である問題があっ
た。　
【０００８】
そこで本発明は、録音条件を容易に切り換えることが出来る録音装置を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る録音装置は、筐体に無指向性マイクロフォンと指向性マイクロフォンとが
配備され、指向性マイクロフォンは、筐体の内部へ向けて押し込まれた第１の位置と筐体
の表面から突出した第２の位置との間で往復移動が可能であると共に、第１の位置と第２
の位置のそれぞれに設定することが可能であり、第２の位置に設定された指向性マイクロ
フォンの後方にはキャンセル空間が形成され、該キャンセル空間は、指向性マイクロフォ
ンが第１の位置から第２の位置へ移動することによって筐体外部に通じて、筐体外部から
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音波を導入することが可能となる。
【００１０】
　本発明に係る録音装置においては、指向性マイクロフォンを第１の位置から第２の位置
へ移動させることによって、指向性マイクロフォンの後方にキャンセル空間が形成される
と共に、該キャンセル空間は筐体外部に通じて、筐体外部からキャンセル空間に音波を導
入することが可能となる。この結果、指向性マイクロフォンの後方で発生した音波は、キ
ャンセル空間を経て指向性マイクロフォンの振動板の背面に到達すると共に、指向性マイ
クロフォンの前面側へ回り込んで振動板の表面に到達し、振動板の両面に到達する音波の
キャンセル効果によって、指向性マイクロフォンの前方に対して高い指向性が与えられる
。この結果、指向性マイクロフォンがその前方に対して高い感度を発揮する録音条件が設
定される。
　指向性マイクロフォンを第２の位置から第１の位置へ移動させることによって、キャン
セル空間は筐体外部から遮断され、指向性マイクロフォンの指向性は低下する。この結果
、無指向性マイクロフォンがその周囲３６０度の方向に対して略同等の感度を発揮する録
音条件が設定される。
【００１１】
　本発明に係る録音装置は、具体的態様において、指向性マイクロフォンが第１の位置と
第２の位置の間で往復移動することによって切り換えられるスイッチと、該スイッチから
の信号に応じて指向性マイクロフォンと無指向性マイクロフォンをそれぞれオン／オフす
る制御回路とを具え、指向性マイクロフォンが第１の位置に設定された状態では指向性マ
イクロフォンをオフとする一方、無指向性マイクロフォンをオンとし、指向性マイクロフ
ォンが第２の位置に設定された状態では指向性マイクロフォンをオンとする一方、無指向
性マイクロフォンをオフとする。
【００１２】
　又、具体的態様において、指向性マイクロフォンは、前記筐体に往復移動可能に係合す
るマイクロフォンホルダーにより保持され、指向性マイクロフォンとマイクロフォンホル
ダーとによってマイクフォンユニットが構成され、該マイクロフォンホルダーの内部に前
記キャンセル空間が形成されている。
【００１３】
　ここで、マイクロフォンホルダーは、指向性マイクロフォンを前記第１の位置に設定し
た状態と前記第２の位置に設定した状態にてそれぞれ軟係止され、手動操作によってマイ
クロフォンホルダーを往復移動させることが可能である。
　該具体的態様によれば、手動操作によって指向性マイクロフォンを第１の位置と第２の
位置のそれぞれに設定することが出来る。
【００１４】
　或いは、前記筐体には、指向性マイクロフォンを前記第１の位置から前記第２の位置へ
向けて付勢する付勢機構と、指向性マイクロフォンを前記第１の位置にて係止する係止機
構と、該係止機構による係止を解除するための操作釦とが配備されている。
　該具体的態様によれば、付勢機構に抗して指向性マイクロフォンを第１の位置へ押し込
むことによって、係止機構が動作し、指向性マイクロフォンは第１の位置に保持される。
この状態で操作釦を操作すると、付勢機構の付勢によって指向性マイクロフォンが第１の
位置から第２の位置まで移動する。
【００１５】
　更に具体的な態様において、前記マイクロフォンホルダーの側壁には、前記キャンセル
空間を覆うメッシュ部を有する保護カバーが取り付けられており、指向性マイクロフォン
が第１の位置から第２の位置へ移動することによって、前記保護カバーのメッシュ部が前
記筐体の外側へ露出することになる。
　該具体的態様によれば、指向性マイクロフォンが第２の位置に設定された状態で、指向
性マイクロフォンの後方で発生した音波は、保護カバーのメッシュ部を通じてキャンセル
空間へ導入され、指向性マイクロフォンの振動板に到達する。
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【発明の効果】
【００１６】
　本発明の録音装置によれば、単に指向性マイクロフォンを移動させるだけで録音条件を
切り換えることが出来るので、切換操作が容易である。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、本発明の一実施形態であるＩＣレコーダのマイクロフォン収納状態を示
す正面図である。
【図２】図２は、該ＩＣレコーダのマイクロフォン収納状態を示す斜視図である。
【図３】図３は、該ＩＣレコーダのマイクロフォンポップアップ状態を示す正面図である
。
【図４】図４は、該ＩＣレコーダのマイクロフォンポップアップ状態を示す斜視図である
。
【図５】図５は、指向性マイクロフォンユニットが第１位置に保持されている状態を示す
正面図である。
【図６】図６は、指向性マイクロフォンユニットが第１位置に保持されている状態を示す
斜視図である。
【図７】図７は、指向性マイクロフォンユニットが第１位置に保持されている状態を示す
背面図である。
【図８】図８は、指向性マイクロフォンユニットが第１位置に保持されている状態を図６
とは異なる方向から見た斜視図である。
【図９】図９は、指向性マイクロフォンユニットが第１位置に保持されている状態を示す
平面図である。
【図１０】図１０は、図９のＢ－Ｂ線に沿う断面図である。
【図１１】図１１は、指向性マイクロフォンユニットが第２位置に保持されている状態を
示す正面図である。
【図１２】図１２は、指向性マイクロフォンユニットが第２位置に保持されている状態を
示す斜視図である。
【図１３】図１３は、指向性マイクロフォンユニットが第２位置に保持されている状態を
示す平面図である。
【図１４】図１４は、図１３のＣ－Ｃ線に沿う断面図である。
【図１５】図１５は、指向性マイクロフォンユニットが第１位置に保持されている状態に
おけるＩＣレコーダの断面図である。
【図１６】図１６は、該ＩＣレコーダの回路構成を示すブロック図である。
【図１７】図１７は、指向性マイクロフォンユニットの第１位置と第２位置におけるマイ
クロフォンのオン／オフ状態を示すマイクフォンテーブルを表わす図表である。
【図１８】図１８は、該ＩＣレコーダにおける設定操作の態様を示す図表である。
【図１９】図１９は、該ＩＣレコーダにおける指向性マイクロフォンユニットの第１位置
と第２位置でのマイクロフォンの感度を示す感度テーブルＡを表わす図である。
【図２０】図２０は、該ＩＣレコーダにおける指向性マイクロフォンユニットの第１位置
と第２位置でのマイクロフォンの感度を示す感度テーブルＢを表わす図である。
【図２１】図２１は、該ＩＣレコーダの動作の一部を示すフローチャートである。
【図２２】図２２は、該ＩＣレコーダの動作の残部を示すフローチャートである。
【図２３】図２３は、本発明の他の実施形態であるＩＣレコーダのマイクロフォン収納状
態を示す一部破断正面図である。
【図２４】図２４は、該ＩＣレコーダのマイクロフォン収納状態を示す一部破断斜視図で
ある。
【図２５】図２５は、該ＩＣレコーダのマイクロフォンポップアップ状態を示す一部破断
正面図である。
【図２６】図２６は、該ＩＣレコーダのマイクロフォンポップアップ状態を示す一部破断
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斜視図である。
【図２７】図２７は、該ＩＣレコーダにおける指向性マイクロフォンユニットのマイクロ
フォン収納状態を示す背面図である。
【図２８】図２８は、該ＩＣレコーダにおける指向性マイクロフォンユニットのマイクロ
フォンポップアップ状態を示す背面図である。
【図２９】図２９は、該ＩＣレコーダにおける指向性マイクロフォンユニットの分解斜視
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の録音装置をＩＣレコーダに実施した形態につき、図面に沿って具体的に
説明する。
　本発明の一実施形態であるＩＣレコーダ（1）は、図１～図４に示す如く、扁平な直方
体状の筐体（12）を具え、該筐体（12）の表面には、ディスプレイ（14）、操作部(18)お
よび録音ボタン(16)などが配備されており、筐体（12）を把持して携帯することが可能で
ある。
【００１９】
　筐体(12)の上部には、左右一対の無指向性マイクロフォン（4a）（4b）が配備されると
共に、両無指向性マイクロフォン（4a）（4b）の間には、1つの指向性マイクロフォン（2
）と該マイクロフォン（2）を保持するマイクロフォンホルダー（21）とからなる指向性
マイクロフォンユニット（20）が配備されている。
　無指向性マイクロフォン（4a）（4b）には、筐体(12)の上面及び両側面に露出する集音
孔が開設され、指向性マイクロフォン（2）には、筐体(12)の上面に露出する集音孔が開
設されている。
【００２０】
　指向性マイクロフォンユニット（20）は、図１および図２に示す如く筐体（12）の上面
よりも下方に収納されている第１位置と、図３および図４に示す如く筐体(12)の上面から
上方へ突出した第２位置との間で、往復移動が可能であると共に、第１位置と第２位置の
夫々に設定することが可能となっている。
　指向性マイクロフォンユニット（20）を用いた録音時には、指向性マイクロフォンユニ
ット（20）を第２位置に設定した状態で、該指向性マイクロフォンユニット（20）の突出
方向を音源の方向(前方)へ向ける。
【００２１】
　指向性マイクロフォンユニット（20）はメッシュ部を有する保護カバー（22）を備えて
おり、指向性マイクロフォンユニット（20）が第２位置に設定されている状態では、保護
カバー（22）のメッシュ部が筐体（12）の外側に露出されるとともに、マイクロフォンホ
ルダー（21）には、指向性マイクロフォン（2）の後方(図３及び図４の下方)に、保護カ
バー(22)によって覆われた空間(以下、キャンセル空間という)が形成され、該保護カバー
（22）のメッシュ部を通してキャンセル空間に音波を導くことができる。
【００２２】
　指向性マイクロフォンユニット（20）が第２位置に設定されている状態では、指向性マ
イクロフォン（2）の後方で発生した音波は、保護カバー（22）のメッシュ部からキャン
セル空間の内部へ導入され、振動板(図示省略)の背面に到達すると共に、指向性マイクロ
フォン（2）の前方へ回り込んで集音孔から振動板の表面に到達する。ここで、保護カバ
ー（22）のメッシュ部から導入された音波がキャンセル空間を経て時間遅れをもって振動
板の背面に到達するようにすることにより、振動板の表面と背面に同時に両方の音波が到
達することになる。この結果、両方の音波が互いに相殺されて、指向性マイクロフォン（
2）の前方に対する指向性が向上するのである。
【００２３】
　そして、指向性マイクロフォンユニット（20）が第２位置に配置されている状態では、
保護カバー（22）によってキャンセル空間への粉塵等の侵入を防止することができるため
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、高い指向性を維持することができる。
【００２４】
　図５および図６は、指向性マイクロフォンユニット（20）が第１位置に配置されている
状態の筐体（12）の上部を示しており、図５は筐体(12)のディスプレイ（14）などが配備
された正面から見た図である。筐体（12）の上部には、マイクロフォンマウンティング（
28）が固定されており、該マイクロフォンマウンティング（28）には、その左右両端部に
、左右一対の無指向性マイクロフォン（4a）（4b）と左右一対のマイクロフォン保持部（
24a）（24b）が配備されるとともに、その中央部には、指向性マイクロフォンユニット（
20）が第1位置と第２位置の間で往復移動可能に配備されている。
【００２５】
　図７～図１０は、指向性マイクロフォンユニット（20）が第１位置に配置されている状
態を示しており、図５および図６に示す左右一対の無指向性マイクロフォン（4a）（4b）
は図示省略されている。また、図１１～図１４は、指向性マイクロフォンユニット（20）
が第２位置に配置されている状態を示しており、左右一対の無指向性マイクロフォン（4a
）（4b）は図示省略されている。
【００２６】
　マイクロフォンマウンティング（28）には、マイクロフォンホルダー（21）の下方位置
に、スイッチ(26)が配備されており、該スイッチ（26）は、マイクロフォンホルダー（21
）側の上面に、図１２に示すスイッチノブ（34）を備えている。
【００２７】
マイクロフォンホルダー（21）にはガイドリブ（36）が下方に向けて突設される一方、筐
体（12）には、図１５に示すように、ガイドリブ（36）の上下移動をガイドするガイド溝
（37）が設けられており、これによって、指向性マイクロフォンユニット（20）の第１位
置と第２位置の間の往復移動が案内されている。
　ここで、指向性マイクロフォンユニット（20）が第１位置に設定されている状態では、
ガイド溝（37）にガイドリブ（36）が嵌合することにより、指向性マイクロフォンユニッ
ト（20）のガタツキが抑えられる。
【００２８】
　図７～図１０に示す如く、指向性マイクロフォンユニット（20）が第１位置に設定され
ている状態では、マイクロフォンホルダー（21）によってスイッチノブ（34）が押圧され
ることにより、スイッチ（26）は、該スイッチ（26）に接続される図示しない配線を介し
て、後述するＣＰＵ（42）へ信号を送る。
【００２９】
図１１～図１４に示す如く、指向性マイクロフォンユニット（20）が第２位置に設定され
ている状態では、マイクロフォンホルダー（21）によるスイッチノブ（34）の押圧が解除
されるため、スイッチ(26)はＣＰＵ（42）への信号の送出を停止する。
【００３０】
マイクロフォンホルダー（21）の外周面には、図１０および図１４に示す様に、鉄球（32
a）が係合可能な、第１係合受け部（102）及び第２係合受け部（103）と鉄球（32b）が係
合可能な第３係合受け部（100）及び第４係合受け部（101）が夫々間隔をおいて凹設され
ている。
【００３１】
　鉄球（32a）（32b）は、コイルバネ（30a）（30b）によって、マイクロフォンホルダー
（21）側へ付勢されており、この付勢によって、鉄球（32a）は第１係合受け部（102）及
び第２係合受け部（103）のいずれか一方に圧接力をもって係合し、鉄球（32b）は第３係
合受け部（100）及び第４係合受け部（101）のいずれか一方に圧接力をもって係合するこ
とになる。
【００３２】
　図７～図１０に示す如く、指向性マイクロフォンユニット（20）は、第１位置に設定さ
れているとき、鉄球（32a）がマイクロフォンホルダー（21）の第２係合受け部（103）に
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圧接力をもって係合するとともに、鉄球（32b）が第４係合受け部（101）に圧接力をもっ
て係合することによって、該位置に保持される。
【００３３】
　指向性マイクロフォンユニット（20）に対して、使用者によって第１位置から第２位置
方向へ移動させる力が加わると、鉄球（32a）（32b）は、コイルバネ（30a）(30b)の付勢
に抗して、夫々の係合受け部から脱する方向に変位する。なお、ここでは、指向性マイク
ロフォンユニット（20）を移動させる手段として、使用者が人差し指と親指で指向性マイ
クロフォンユニット（20）をつまみ上げることや、親指で指向性マイクロフォンユニット
（20）を突出方向に押し出す力を加えることが挙げられる。従って、指向性マイクロフォ
ンユニット（20）のサイズは、人間の指と同等、もしくは少し大きいサイズであることが
望ましい。
【００３４】
　そして図１１～図１４に示す如く、指向性マイクロフォンユニット（20）が第１位置か
ら第２位置まで移動すると、鉄球（32a）がマイクロフォンホルダー（21）の第１係合受
け部（102）に圧接力をもって係合するとともに、鉄球（32b）が第３係合受け部（100）
に圧接力をもって係合することによって、指向性マイクロフォンユニット（20）は第２位
置にて保持される。
【００３５】
　上記ＩＣレコーダ（1）によれば、指向性マイクロフォンユニット（20）は、第１位置
と第２位置の間で移動可能であり、しかも第１位置および第２位置にて正確に位置決めさ
れるので、使用者が所望する配置に正確に設定することが出来る。また、指向性マイクロ
フォンユニット（20）が第２位置に設定されたときに、指向性マイクロフォン（2）の後
方には、筐体外部と通じるキャンセル空間が形成されるため、指向性マイクロフォン（2
）の指向性特性がより向上する。
【００３６】
　また、指向性マイクロフォンユニット（20）は鉄球（32a）（32b）とコイルバネ（30a
）(30b)によって軟係止が施されるので、使用者によって指向性マイクロフォンユニット
（20）に微小な力が加わったとしても、指向性マイクロフォンユニット（20）にガタツキ
は生じない。
【００３７】
　更に又、軟係止機構として、鉄球（32a）（32b）をコイルバネ（30a）(30b)によって付
勢する構成を採用しているので、指向性マイクロフォンユニット（20）に対して一定の軟
係止力を与えることが出来る。
【００３８】
　次に図１６のブロック図を参照してＩＣレコーダ（1）の電気的な構成を説明する。
　録音ボタン（16）による録音操作によって、無指向性マイクロフォン（4a）(4b)及び／
又は指向性マイクロフォン（2）にて集音が行われ、無指向性マイクロフォン（4a）(4b)
及び／又は指向性マイクロフォン（2）から出力されたアナログ音声信号はコーデック（4
0）へ入力される。コーデック（40）は、入力されたアナログ音声信号をデジタル信号に
変換し、所定のデジタル処理を施す。
【００３９】
　ＩＣレコーダ（1）の全体を制御するＣＰＵ（42）はバス（44）と接続されており、コ
ーデック（40）でデジタル処理が施されたデジタル音声データをＳＤＲＡＭ（46）に一旦
格納する。バス（44）には、コーデック（40）、ＣＰＵ（42）、ＳＤＲＡＭ（46）、フラ
ッシュメモリ（48）、ディスプレイ（14）、ＤＳＰ（Digital　Signal　Processor)（50
）および外部メモリコントローラ（52）が接続されており、フラッシュメモリ（48）には
、ＣＰＵ（42）が実行するプログラム、および該プログラムを実行するためのパラメータ
等が記憶されている。
【００４０】
　また、スイッチ（26）、操作部（18）および録音ボタン（16）は、ＣＰＵ（42）と接続
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されており、スイッチ（26）から送られてくる信号や、操作部（18）および録音ボタン（
16）の操作に応じて、ＣＰＵ（42）が操作内容を把握し、操作内容に応じたプログラムを
、プログラムを実行するためのパラメータを用いて実行する。
【００４１】
　さて、記録時のファイル形式としてＭＰ３方式が採用される場合には、ＳＤＲＡＭ（46
）に一旦格納されたデジタル音声データは、ＤＳＰ（50）へ出力され、ＤＳＰ（50）は、
入力されたデジタル音声データに対してＭＰ３形式で圧縮処理を施し、ＳＤＲＡＭ（46）
へＭＰ３音声ファイルとして一旦格納する。そして、ＣＰＵ（42）は外部メモリコントロ
ーラ（52）を制御して、ＳＤＲＡＭ（46）に格納されているＭＰ３音声ファイルを外部メ
モリカード（54）へ記録する。
【００４２】
　また、ファイル形式としてＰＣＭ方式が採用される場合には、ＳＤＲＡＭ（46）に一旦
格納されたデジタル音声データをＰＣＭ形式の音声ファイルにして、ＣＰＵ（42）は外部
メモリコントローラ（52）を制御して、ＳＤＲＡＭ（46）に格納されているＰＣＭ音声フ
ァイルを外部メモリカード（54）へ記録する。上述した、無指向性マイクロフォン（4a）
（4b）および／または指向性マイクロフォン（2）から出力されたアナログ音声信号に対
する処理から記録までの処理を録音処理と定義し、これらの処理が行われるモードを録音
モードと定義する。また、後述する再生処理が行われるモードを再生モードと定義する。
【００４３】
　本実施例においては、各音声ファイルを外部メモリカード（54）に記録しているが、Ｉ
Ｃレコーダ（1）内に図示しない不揮発性の内蔵メモリを設けて、記録するようにしても
よい。
【００４４】
　操作部（18）に対して再生開始操作が為されると、ＣＰＵ（42）は音声再生処理を開始
し実行する。具体的には、ＭＰ３音声ファイルが再生対象の場合には、外部メモリカード
（54）からＳＤＲＡＭ（46）へ一旦格納され、ＤＳＰ（50）において伸張処理が施される
。伸張処理が施されたデジタル伸張音声信号は、再びＳＤＲＡＭ（46）へ格納され、コー
デック（40）へ出力される。再生対象の音声ファイルがＰＣＭ形式の音声ファイルである
場合には、外部メモリカード（54）からコーデック（40）へ出力される。
【００４５】
　コーデック（40）では、デジタル伸張音声信号がアナログ伸張音声信号に変換され、ア
ンプ（43）へ出力されることによって増幅処理が施された後、スピーカ（48）へ出力され
る。なお、本実施例においては、外部メモリカード（54）に記録されている各音声ファイ
ルを再生しているが、ＩＣレコーダ（1）内に図示しない不揮発性の内蔵メモリを設けて
、該メモリに記録されている各音声ファイルを再生するようにしてもよい。
【００４６】
　本実施例のＩＣレコーダ（1）は、上述したように指向性マイクロフォンユニット（20
）は、図１および図２に示す如く筐体(12)に収納されている第１位置と、図３および図４
に示す如く筐体(12)から突出した第２位置の間で、往復移動が可能であり、夫々の位置で
保持される。
【００４７】
　そして、指向性マイクロフォンユニット（20）が第１位置に設定されている状態におい
て、録音ボタン（16）に対して録音操作が為されると、一対の無指向性マイクロフォン（
4a）（4b）が集音動作を行い、ＣＰＵ（42）は、一対の無指向性マイクロフォン（4a）（
4b）から出力されるアナログ音声信号に対する録音処理を実行する。このとき指向性マイ
クロフォン（2）は音声の集音を行わない。このようにして、一対の無指向性マイクロフ
ォン（4a）（4b）によって周囲３６０度の方向に対して略同等の集音感度を発揮するステ
レオ録音が行われる。
【００４８】
　一方、指向性マイクロフォンユニット（20）が第２位置に配置されている状態において
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、録音ボタン（16）に対して録音操作が為されると、指向性マイクロフォン（2）が集音
動作を行い、ＣＰＵ（42）は、指向性マイクロフォン（2）から出力されるアナログ音声
信号に対する録音処理を実行する。このときマイクロフォン（4a）（4b）は音声の集音を
行わない。これによって、指向性マイクロフォン（2）の前方（突出方向）に対して高い
集音感度を発揮するズーム録音が行なわれる。
【００４９】
　使用者は指向性マイクロフォンユニット（20）を第１位置と第２位置のいずれかに移動
させることにより、指向性マイクロフォン（2）または無指向性マイクロフォン（4a）（4
b）のいずれで集音を行なうかを選択することができる。言い換えれば指向性マイクロフ
ォンユニット（20）を移動させるだけで、ステレオ録音とズーム録音を切り替えることが
できるのである。従って、使用者は複雑な操作を行なうことなく、ワンタッチで録音条件
を切り替えることができる。
【００５０】
　具体的に説明すると、上述したように図７～図１０に示す如く、指向性マイクロフォン
ユニット（20）が第１位置（収納位置）に設定されている状態では、スイッチノブ（34）
が押圧されることにより、スイッチ（26）は該スイッチ（26）に接続される図示しない配
線を介して、後述するＣＰＵ（42）へ信号を送り続ける。図１１～図１４に示す如く、指
向性マイクロフォンユニット（20）が第２位置（突出位置）に設定されている状態では、
スイッチノブ（34）は押圧されないため、スイッチ(26)はＣＰＵ（42）へ信号を送らない
。
【００５１】
　ＣＰＵ（42）は、スイッチ（26）からの信号の有無、即ち信号の状態に応じてフラッシ
ュメモリ（48）に格納されているフラグＦの値を設定する。具体的には、信号が有ること
を検知する、つまり第１位置であることを検知すると、フラグＦの値を“１”に設定する
。信号が無いことを検知する、つまり第２位置であることを検知すると、フラグＦの値を
“０”に設定する。
【００５２】
　そしてＣＰＵ（42）は、図１７に示すマイクロフォンテーブルを参照して録音条件を設
定する。即ち、ＣＰＵ（42）は、マイクロフォンテーブルを参照して第１位置であるとき
には無指向性マイクロフォン（4a）（4b）に集音動作させる“ＯＮ”を設定し、指向性マ
イクロフォン（2）には集音動作させない“ＯＦＦ”を設定する。第２位置であるときに
は、無指向性マイクロフォン（4a）（4b）に集音動作させない“ＯＦＦ”を設定し、指向
性マイクロフォン（2）に集音動作させる“ＯＮ”を設定する。
【００５３】
　さらに、無指向性マイクロフォン（4a）(4b)および／または指向性マイクロフォン（2
）から出力されるアナログ音声信号は、ＣＰＵ（42）が録音機能設定項目に対するテーブ
ルを参照して無指向性マイクロフォン（4a）(4b)および／または指向性マイクロフォン（
2）、コーデック（40）及びＤＳＰ（50）を制御し、夫々録音機能設定項目に沿った処理
を施すことによって、外部メモリカード（54）に記録される。
【００５４】
　録音機能設定項目としては、音声を圧縮する際の“圧縮比率”、マイクロフォン（2）
（4a）（4b）の“マイクロフォン感度”、空調音やプロジェクターのファンノイズ、屋外
録音時での風切音などに該当する低周波数をカットするための“フィルタ”のレベル、お
よび録音中の突然の過大入力を抑制する“録音リミッター”が設けられている。
【００５５】
　図１８は、録音機能設定項目が変更される際の遷移を示す図表である。
　操作部（18）に対してメニュー呼び出し機能に相当する操作がなされると、各種録音設
定画面に移行し、４つの設定項目である“圧縮比率”、“マイクロフォン感度”、“フィ
ルター”および“録音リミッター”の機能の中から一つの項目が選択できるように表示さ
れる（図１８（Ａ））。
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【００５６】
　図１８（Ａ）に示すようにディスプレイ（14）に４つの設定項目が表示された状態で、
操作部（18）に対していずれかの項目を選択するようにシフト機能および設定機能に相当
する操作がなされると、各項目の設定画面に移行する。“圧縮比率”が選択されると、４
つの圧縮比率設定項目である“９６ｋ／２４ｂｉｔ”、“４４ｋ／２４ｂｉｔ”、“ＭＰ
３／１９２ｋｂｐｓ”および“ＭＰ３／１２８ｋｂｐｓ”の中から一つの項目が選択でき
るように表示される（図１８（Ｂ））。
【００５７】
　ここで、“９６ｋ／２４ｂｉｔ”は音声信号を１秒間に９万６０００分割し、音の大き
さを２の２４乗、つまり１６７８万階調で表現することを示している。“４４ｋ／２４ｂ
ｉｔ”は、音声信号を１秒間に４万４０００分割し、音の大きさを１６７８万階調で表現
することを示している。“ＭＰ３／１９２ｋｂｐｓ”は、音声信号をＭＰ３形式で１９２
ｋｂｐｓの転送効率で圧縮していることを示している。“ＭＰ３／１２８ｋｂｐｓ”は、
音声信号をＭＰ３形式で１２８ｋｂｐｓの転送効率で圧縮していることを示している。
【００５８】
　また、ディスプレイ(14)に図１８（Ａ）に示す画面が表示された状態で“マイクロフォ
ン感度”が選択されると、２つのマイクロフォン感度設定項目である“高感度”または“
低感度”の項目が選択できるように表示される（図１８（Ｃ））。
　ここで、マイクロフォン感度とは、マイクロフォン（2）（4a）（4b）から出力される
アナログ音声信号をどのような大きさのレベルで出力するかを示しており、“高感度”で
あればレベルが高く、“低感度”であればレベルが低いことを示している。
【００５９】
　同様に、ディスプレイ（14）に図１８（Ａ）に示す画面が表示された状態で“フィルタ
ー”が選択されると、３つのフィルター設定項目である“ＯＦＦ”、“３００ｋＨｚ／Ｏ
Ｎ”および“５００ｋＨｚ／ＯＮ”の中から一つの項目が選択できるように表示される（
図１８（Ｄ））。
　ここで“３００ｋＨｚ／ＯＮ”は、音声信号の３００ｋＨｚ以下の部分をカットするこ
とを示しており、“５００ｋＨｚ／ＯＮ”は、音声信号の５００ｋＨｚ以下の部分をカッ
トすることを示している。
【００６０】
　同様に、ディスプレイ（14）に図１８（Ａ）に示す画面が表示された状態で“録音リミ
ッター”が選択されると、２つの録音リミッター設定項目である“ＯＦＦ”または“ＯＮ
”を選択できるように表示される（図１８（Ｅ））。
【００６１】
　なお、マイクロフォン感度については、使用者によって選択された感度（“高感度”ま
たは“低感度”）が存在するものの、実際には、指向性マイクロフォンユニット（20）の
配置位置と使用者に選択された感度に基づいて、適用される感度が設定される。
　具体的に説明すると、感度のレベルとしてレベル１～レベル４の４種類が設けられてお
り、レベル１が１番低い感度を示し、レベル２、レベル３と感度レベルが上がり、レベル
４が１番高い感度を表している。
【００６２】
　図１９は、使用者によって選択された感度が“高感度”であるときの指向性マイクロフ
ォンユニット（20）の配置位置、つまりフラグＦの値とマイクロフォン（2）（4a）（4b
）の感度レベルの関係を示す感度テーブルＡを示しており、図２０は、使用者によって選
択された感度が“低感度”であるときの指向性マイクロフォンユニット（20）の配置位置
、つまりフラグＦの値とマイクロフォン（2）（4a）（4b）の感度レベルの関係を示す感
度テーブルＢを示している。
【００６３】
　使用者が所望する感度として“高感度”を選択し、指向性マイクロフォンユニット（20
）が第２位置に配置されている場合、ＣＰＵ（42）は図１９に示す感度テーブルＡを参照
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して指向性マイクロフォン（2）の感度レベルをレベル４に設定する。また、指向性マイ
クロフォンユニット（20）が第１位置に配置されている場合には、無指向性マイクロフォ
ン（4a）（4b）の感度レベルをレベル３に設定する。
【００６４】
　一方、使用者が所望する感度として“低感度”を選択し、指向性マイクロフォンユニッ
ト（20）が第２位置に配置されている場合、ＣＰＵ（42）は図２０に示す感度テーブルを
参照して、指向性マイクロフォン（2）の感度レベルをレベル２に設定する。また、指向
性マイクロフォンユニット（20）が第１位置に配置されている場合には、無指向性マイク
ロフォン（4a）（4b）の感度レベルをレベル１に設定する。
【００６５】
　なお、指向性マイクロフォンユニット（20）が第２位置に設定されているときには無指
向性マイクロフォン（4a）（4b）に対して、指向性マイクロフォンユニット（20）が第１
位置に配置されているときには指向性マイクロフォン（2）に対して、感度を調節しない
、つまりマイクロフォンから出力される出力電圧の大きさを調節しない。これは、指向性
マイクロフォンユニット（20）が第１位置に配置されているときの指向性マイクロフォン
（2）と、指向性マイクロフォンユニット（20）が第２位置に配置されているときの無指
向性マイクロフォン（4a）（4b）とは、集音を行わないため感度調節が不要であるからで
ある。
【００６６】
　このように、使用者が所望する感度を選択したにもかかわらず、ＣＰＵ（42）は選択さ
れた感度と指向性マイクロフォンユニット（20）の配置位置に応じて感度レベルを設定す
る。その理由としては、指向性マイクロフォンユニット（20）が第２位置（突出位置）に
配置されているとき、使用者は前方、つまり突出方向の音波を主とした録音を意識してい
るため、同じ“高感度”が選択されている場合でも、第１位置（収納位置）における信号
出力よりも、第２位置における信号出力が大きいほうが、つまりは感度レベルが高いほう
が使用者の操作の意図に適っているからである。
【００６７】
　なお、指向性マイクロフォンユニット（20）が第１位置に配置されている場合、指向性
マイクロフォン（2）はＯＦＦされており、指向性マイクロフォンユニット（20）が第２
位置に配置されている場合、無指向性マイクロフォン（4a）（4b）はＯＦＦされているた
め、例え感度を設定していたとしても音声信号は出力されない。従ってＯＦＦされるマイ
クロフォンについて、感度レベルをどのレベルに設定してもよい。
【００６８】
　次に図２１および図２２に示すマイクロフォン制御タスクのフローチャートを参照して
、上述したマイクロフォン制御における処理を説明する。これらの処理は、フラッシュメ
モリ（48）に格納された夫々のプログラムをＣＰＵ（42）が実行することにより、実現さ
れる。
【００６９】
　ＩＣレコーダ（1）に電源が投入されると、ＣＰＵ（42）はステップＳ１０１において
、スイッチ（26）からの信号の検出を行う。そしてステップＳ１０３へ進み、スイッチ（
26）からの信号が有るか否かを判別する。ステップＳ１０５においてＹＥＳと判別すると
、ステップＳ１０５へ進みフラグＦの値を１に設定し、ステップＳ１０９へ進む。ステッ
プＳ１０３においてＮＯと判別すると、ステップＳ１０７へ進み、フラグＦの値を０に設
定する。そしてステップＳ１０９へ進む。
【００７０】
　ステップＳ１０９では、使用者によって選択された感度を検出する。具体的には、“高
感度”が選択されたか“低感度”が選択されたかを検出する。そして、ステップＳ１１１
へ進み選択された感度が“高感度”であるか否かを判別する。ステップＳ１１１において
ＹＥＳと判別するとステップＳ１１３へ進み、図１９に示す感度テーブルＡを参照してマ
イクロフォン（2）（4a）（4b）の感度を夫々設定して、ステップＳ１１７へ進む。また
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、ステップＳ１１１においてＮＯと判別するとステップＳ１１５へ進み、図２０に示す感
度テーブルＢを参照してマイクロフォン（2）（4a）(4b)の感度を夫々設定して、ステッ
プＳ１１７へ進む。
【００７１】
　ステップＳ１１７では、録音ボタン（16）が操作されることにより録音開始操作が有っ
たか否かを判別する。ステップＳ１１７においてＮＯと判別すると、ステップＳ１２１に
進み、使用者による感度選択操作が有ったか否かを判別する。ステップＳ１２１において
ＹＥＳと判別されるとステップＳ１０９へ戻り、ＮＯと判別されると、ステップＳ１２２
進む。ステップＳ１２２では、スイッチ（26）からの信号に変化があったか否かを判別す
る。ステップＳ１２２においてＹＥＳと判別するとステップＳ１０３へ戻り、ＮＯと判別
するとステップＳ１１７へ戻る。
【００７２】
　次に、ステップＳ１１７においてＹＥＳと判別すると、ステップＳ１１９へ進み、図１
８に示すマイクロフォンテーブルを参照して、各マイクロフォンのＯＮ／ＯＦＦを設定す
る。そしてステップＳ１２３へ進み、マイクロフォンから出力されるアナログ音声信号に
基づき録音処理の実行を開始してステップＳ１２３へ進む。ステップＳ１２５では操作部
（18）が操作されることによる録音終了操作が有ったか否かを判別し、ＹＥＳと判別する
まで、録音終了操作が有ったか否かの判別を繰り返す。
　ステップＳ１２５においてＹＥＳと判別すると、全てのマイクロフォン（2）（4a）（4
b）をＯＦＦし、録音処理を終了させ、ステップＳ１２２へ戻る。
【００７３】
　以上説明したように、本実施例におけるＩＣレコーダ（1）においては、指向性マイク
ロフォンユニット（20）の位置に応じて、録音条件が切り替えられるため、使用者は指向
性マイクロフォンユニット（20）を移動させるだけで、所望の録音条件で音声を録音する
ことができる。また、指向性マイクロフォンユニット（20）を移動させるだけで、適切な
マイクロフォン感度が設定されるため、より適切な録音条件で音声を録音することができ
る。
【００７４】
　また、指向性マイクロフォンユニット（20）が第２位置に設定されたときに、指向性マ
イクロフォン（2）の後方に、筐体外部と通じるキャンセル空間が形成されるため、指向
性マイクロフォン（2）の指向性特性がより向上する。また、指向性マイクロフォンユニ
ット（20）が第１位置に設定されたときは、キャンセル空間によるキャンセル効果は消滅
するが、このとき指向性マイクロフォン（2）による集音は行わないので、録音に何ら支
障をきたさない。このように、使用者は、指向性マイクロフォンユニット（20）を第１位
置と第２位置の間で移動させることによって、音源に応じた適切な録音条件で質の高い音
声録音を行なうことができる。
【００７５】
　なお、本実施例においては、録音処理中に指向性マイクロフォンユニット（20）が移動
操作された場合であっても、操作部（18）によって停止操作が行われるまでは、各マイク
ロフォンのオン／オフや感度は変更されない。
【００７６】
　また、本実施例において、指向性マイクロフォンユニット（20）が第１位置に設定され
ているか、第２位置に設定されているかを検出するために、スイッチ（26）からＣＰＵ（
42）へ送出される信号を用いたが、ＣＰＵ(42)がスイッチ（26）の状態を監視する方法を
採用することも可能である。例えば、抵抗を内蔵してスイッチノブ（34）が押圧されると
該抵抗を流れる電流が変化するようなスイッチを構成し、該抵抗の両端電圧を測定するこ
とによって、指向性マイクロフォンユニット（20）が第１位置に設定されているか第２位
置に設定されているかを検知してもよい。
【００７７】
　上述のＩＣレコーダ（1）においては、使用者が指向性マイクロフォンユニット（20）
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を直接に操作して第１位置と第２位置の間で移動させる構成を採用しているが、後述のご
とく使用者の釦操作によって指向性マイクロフォンユニット（20）を第１位置から第２位
置まで自動的に移動させる構成を採用することができる。
【００７８】
　筐体（12）の内部には、図２３～図２６、及び図２９に示すごとく、押圧操作可能な操
作釦（61）を備えたスライド部材（6）が左右の往復移動が可能に配備されており、該ス
ライド部材（6）は、第1スプリング（7）によって操作釦（61）の押圧操作方向とは逆方
向に付勢されている。
また、指向性マイクロフォンユニット（20）を構成するマイクロフォンホルダー（21）の
底部には、昇降部材（8）が下向きに突設されており、該昇降部材（8）は第２スプリング
（71）によって上方へ付勢されている。
【００７９】
　図２７及び図２８に示すごとく、スライド部材（6）の上端面には爪片（62）が突設さ
れる一方、昇降部材（8）の側面にはカム片（81）が突設されており、図２３、図２４及
び図２７のごとく、指向性マイクロフォンユニット（20）が第１位置に設定されている状
態では、スライド部材（6）の爪片（62）と昇降部材（8）のカム片（81）とが互いに係合
して、第２スプリング（71）の付勢に抗して、昇降部材（8）は下降端に保持されている
。
【００８０】
　この状態で、操作釦（61）を筐体内部へ向かって押圧すると、第１スプリング（7）の
付勢に抗してスライド部材（6）がスライドし、これに伴ってスライド部材（6）の爪片（
62）と昇降部材（8）のカム片（81）との係合が解除される。この結果、昇降部材（8）は
、第２スプリング（71）により付勢されて、図２５、図２６及び図２８のごとく指向性マ
イクロフォンユニット（20）が第２位置に達する高さまで上昇し、この位置でマイクロフ
ォンホルダー（21）が筐体の内面によって受け止められることになる。
【００８１】
その後、図２５、図２６及び図２８のごとく第２位置に設定されている指向性マイクロフ
ォンユニット（20）を筐体内部へ向けて押し込むと、その過程で昇降部材（8）のカム片
（81）がスライド部材（6）の爪片（62）を押圧し、これによってスライド部材（6）が第
1スプリング（7）に抗して僅かにスライドし、昇降部材（8）のカム片（81）がスライド
部材（6）の爪片（62）よりも下方へ移動することになる。
この結果、図２３、図２４及び図２７のごとく昇降部材（8）のカム片（81）とスライド
部材（6）の爪片（62）とが互いに係合し、指向性マイクロフォンユニット（20）は第１
位置にて保持される。
【００８２】
　図２３～図２９に示すＩＣレコーダによれば、使用者が操作釦（61）を押圧操作するだ
けで、指向性マイクロフォンユニット（20）を第１位置から第２位置まで自動的に移動さ
せることができるので、操作がさらに容易となる。
【００８３】
　尚、本発明の各部構成は上記実施の形態に限らず、特許請求の範囲に記載の技術的範囲
内で種々の変形が可能である。例えば筐体（12）の内部にキャンセル空間を形成して、指
向性マイクロフォン（2）が第１の位置に設定されている状態では、指向性マイクロフォ
ン（2）の少なくとも一部をキャンセル空間に内部に収容し、指向性マイクロフォン（2）
が第２の位置に設定された状態では、指向性マイクロフォン（2）をキャンセル空間から
脱出させることによって、筐体外部へ通じるキャンセル空間を形成する構成を採用するこ
とも可能である。これによって、キャンセル空間を指向性マイクロフォン（2）の収納に
利用することができるので、録音装置の小型化が可能である。
【符号の説明】
【００８４】
（1） 　ＩＣレコーダ
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（2） 　指向性マイクロフォン
（4a）　無指向性マイクロフォン
（4b）　無指向性マイクロフォン
（20）　指向性マイクロフォンユニット
（21）　マイクロフォンホルダー
（22）　保護カバー
（26）　スイッチ
（28）　マイクロフォンマウンティング
（30a） スプリング
（30b） スプリング
（32a） 鉄球
（32b） 鉄球
（34）　スイッチノブ
（36）　ガイドリブ
（37）　ガイド溝
（100） 第３係合受け部
（101） 第４係合受け部
（102） 第１係合受け部
（103） 第２係合受け部

【図１】 【図２】
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